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西
本
幸
弘
さ
ん
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

を
習
い
始
め
た
の
は
６
歳
の
時
だ
。
た

ま
た
ま
テ
レ
ビ
で
観
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

「
小
学
1
年
生
の
頃
で
す
。
当
時
の
番

組
だ
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
演
奏

だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
が
か
っ
こ
い
い

と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
惹
か
れ
た
の
が

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
。
演
奏
に
先
立

ち
、
団
員
全
員
に
対
し
て
音
合
わ
せ
を

し
た
り
、
指
示
を
出
し
た
り
。
子
ど
も

な
が
ら
に
そ
の
佇
ま
い
が
か
っ
こ
い
い

と
感
じ
、
自
分
も
な
り
た
い
と
思
っ
た

ん
で
す
」
と
西
本
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
は
、
通
常
、

第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
首
席
奏
者
が
務

め
る
役
割
で
、
客
席
か
ら
見
て
最
前
列
、

指
揮
者
の
す
ぐ
左
手
に
座
る
。
演
奏
全

体
の
ま
と
め
役
で
あ
り
、
指
揮
者
と
奏

者
の
橋
渡
し
的
役
割
だ
。
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
の
音
色
や
表
現
が
、
そ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
方
向
性
を
示
し
、
色

合
い
に
も
な
っ
て
い
く
。

　

西
本
さ
ん
は
今
、
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
九
州
交
響
楽
団
で

そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務

め
て
い
る
。
仙
台
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
に
就
任
し
た
の
は
２
０
１

２
年
。
当
時
27
歳
で
、
仙
台
フ
ィ
ル
で

は
最
年
少
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と

な
っ
た
。
九
州
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
に
は
２
０
１
８
年
に
就
任

し
た
。

　

夢
を
叶
え
た
西
本
さ
ん
だ
が
、
音
楽

一
家
で
生
ま
れ
育
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

父
親
は
転
勤
が
多
い
公
務
員
だ
っ
た
。

「
父
は
趣
味
で
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
た
こ

と
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
い
つ
も
弾

い
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母

も
普
通
に
演
歌
や
歌
謡
曲
が
好
き
と
い

う
程
度
。
７
歳
上
の
姉
は
体
育
会
系
で

し
た
ね
」

　

た
だ
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
に
憧
れ

を
持
ち
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
習
い
た
い

と
い
う
西
本
さ
ん
の
た
め
、両
親
は
先
生

に
な
っ
て
く
れ
る
人
を
探
し
て
く
れ
た
。

「
そ
の
頃
は
（
静
岡
県
の
）
御
殿
場
市

に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
新
聞
の
配

達
員
さ
ん
に
尋
ね
た
り
し
て
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
教
え
て
く
れ
る
人
を
見
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
先
生
に
な
っ

て
く
れ
た
上
木
節
子
さ
ん
と
は
今
で

も
ご
縁
が
あ
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
共
演

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

そ
の
後
、
西
本
さ
ん
一
家
は
札
幌
市

へ
引
っ
越
し
、
小
学
５
年
か
ら
高
校
卒

業
ま
で
は
札
幌
市
を
拠
点
と
す
る
Ｈ
Ｂ

Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
続
け
た
。

「
で
も
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ
け
で
は
な

く
、
小
学
生
の
時
は
サ
ッ
カ
ー
や
野
球

も
し
て
い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
で
は

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
。（
手
を
使
う
の
で
）

楽
器
の
演
奏
家
と
し
て
は
一
番
や
っ
て

は
い
け
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
（
笑
）。

案
の
定
、
指
を
骨
折
し
た
こ
と
も
あ
り
、

先
生
か
ら
大
説
教
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、

チ
ー
ム
の
動
き
全
体
を
俯
瞰
で
き
る

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン

が
僕
の
性
に
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

全
体
を
俯
瞰
す
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
好
き
だ
っ
た

仙台フィルの演奏会の一コマ。コンサートマスターの
西本さんは指揮者のすぐ左側の席に座り、演奏をする。

写真提供：公益財団法人仙台フィルハーモニー管弦楽団

ステージ裏の楽器や楽譜、衣装を運ぶた
めのハードケース。輸送も含め、コンサー
トは多くのスタッフによって支えられている。

西本さんのヴァイオリンとそのケース。ケースはイタリアで
オーダーメイドして作ったもので10年以上使っている。自分
が好きなものとして真田 幸村の鎧の写真や京都で買った香
木も入れている。

れ
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
い
う

役
割
に
も
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」

　

西
本
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
東
京
藝

術
大
学
に
進
学
。
卒
業
後
は
イ
ギ
リ
ス

の
王
立
北
音
楽
院
へ
と
進
み
、
イ
ギ
リ

ス
を
拠
点
に
演
奏
活
動
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
０
年
に
帰

国
し
、
２
０
１
２
年
か
ら
仙
台
フ
ィ
ル

の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
。

「
順
風
満
帆
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
東
京
藝
大
に
は
1
浪
で

入
っ
て
い
ま
す
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ

た
の
も
（
藝
大
の
）
大
学
院
に
落
ち
た

か
ら
で
す
。
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
素

晴
ら
し
い
師
匠
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
音
楽
と
の
向
き
合
い
方
も
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。『
自
分
は
そ
の
演

奏
で
何
を
表
現
し
た
い
の
か
？
』
を

は
っ
き
り
と
打
ち
出
す
こ
と
を
イ
ギ
リ

ス
で
は
身
に
つ
け
ま
し
た
」

　

仙
台
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
と
し
て
、
西
本
さ
ん
は
14
年
目
を

迎
え
た
。
年
間
１
０
０
回
を
超

え
る
演
奏
会
の
う
ち
、
50
回
ほ

ど
の
公
演
で
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
を
務
め
て
い
る
。

「
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し

て
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
い
つ

も
同
じ
空
気
感
で
自
分
の
席
に

座
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
リ

ハ
ー
サ
ル
や
音
合
わ
せ
の
前
に

す
る
大
切
な
こ
と
は
、
メ
ン

バ
ー
全
員
の
顔
を
見
ま
す
。
音

楽
は
人
が
奏
で
る
も
の
で
す
。

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
を

見
て
、
そ
の
日
の
調
子
や
体
調

を
感
じ
取
り
、
も
し
気
に
な
る

メ
ン
バ
ー
が
い
れ
ば
休
憩
時
間

に
声
を
掛
け
た
り
も
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
作
り
手
で
あ
る

ス
タ
ッ
フ
、
演
奏
者
、
聴
き
手
と
な
る

聴
衆
の
み
な
さ
ん
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
幸
福
感
を
味
わ
え
る
よ
う
な
コ
ン

サ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

　

ま
た
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

後
、
仙
台
フ
ィ
ル
は
自
ら
も
被
災
者
で

あ
り
な
が
ら
、
各
地
の
避
難
所
な
ど
を

訪
問
し
、
被
災
者
に
寄
り
添
い
慰
問
演

奏
を
続
け
て
き
た
。
２
０
１
２
年
か
ら

は
毎
年
３
月
に
、「
音
楽
の
力
に
よ
る
心

の
復
興
」
を
テ
ー
マ
に
、
被
災
地
の
復

興
を
祈
念
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
し

て
い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
る

た
め
の
テ
ー
マ
や
演
奏
曲
、
ゲ
ス
ト
候

補
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
事
前
に
募
り
、

「
み
ん
な
で
一
緒
に
つ
く
る
」
こ
と
を
め

ざ
す
あ
た
た
か
み
の
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト

だ
。

　

２
０
２
６
年
３
月
7
日
に
は
、
宮
城

県
の
名
取
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
第
15
回
目
の
「
つ
な
が
る
心

つ
な
が
る
力
み
ん
な
で
つ
く
る
復
興
コ

ン
サ
ー
ト 20

26 supported by 

ロ
ジ
ス

テ
ィ
ー
ド
」
に
出
演
す
る
。

「
仙
台
フ
ィ
ル
の
演
奏
会
の
客
席
か
ら

は
、
い
つ
も
炭
火
の
よ
う
な
、
じ
ん
わ

り
あ
た
た
か
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
ぬ

にしもと ゆきひろ●札幌市出身。6歳よりヴァイオリンを始める。東京藝術大学音楽学部器楽科卒業。その後渡英し、英国王立北音楽院で首席栄誉付ディプロマ取得。同音楽院よりバル
ビローリ賞をはじめ、多くの褒賞を受賞。英国を拠点に活動し、海外オーケストラとの共演や世界各地の音楽祭で演奏、著名な演奏家との共演も数多い。英国にてNISHIMOTO TRIO、イ
ゾラーニ・カルテットそれぞれを結成し、ウィグモアホール（ロンドン）など著名なホールで招待演奏、イギリス・オーストラリア両国国営放送（BBC、ABC）などにも出演した。2010年日本帰
国後、自身のライフワーク活動のテーマとして《VIOLINable》を掲げ、ヴァイオリンでの音楽の可能性を追求するコンサートプロジェクトなどを始動。各種施設での訪問ボランティア演奏な
ど、アウトリーチ活動にも精力的に取り組む。また、2012年から仙台フィルハーモニー管弦楽団、2018年から九州交響楽団でそれぞれコンサートマスターを務めている。

く
も
り
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
復

興
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
そ
ん
な
ぬ
く
も
り

と
と
も
に
日
本
各
地
や
世
界
と
の
つ
な

が
り
や
絆
を
特
に
実
感
で
き
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
演
奏
す
る
私
た
ち
も
ス

タ
ッ
フ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

　

西
本
さ
ん
は
２
０
１
４
年
か
ら
個
人

の
活
動
と
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ソ

ナ
タ
全
曲
演
奏
と
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

合
わ
せ
た
音
楽
の
可
能
性
を
追
求
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「V

IO
LIN

able

（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン 

エ
イ
ブ
ル
）」
も
続
け
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
音
楽
の
楽
し
さ
を
広
め
る

演
奏
家
を
め
ざ
し
て
い
く
。

定期演奏会に向けたリハーサルの様子。舞台手前左側に立っているのが西本さん。メンバーみん
なの顔を見て、それぞれの調子や考えていることを感じるように心掛けている。

コンサートマスターとしてキャリアを積んできた西本さん。「これからは中堅として、若
手とベテランをつなぎ、かき混ぜる、そんな役割を果たしていきたい」と話す。

つながる心 つながる力 
みんなでつくる復興コンサート2026 
supported by ロジスティード

音
合
わ
せ
の
前
に
す
る

大
切
な
こ
と

み
ん
な
で
つ
く
る

復
興
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
思
い

日時 2026年３月７日（土） OPEN 14:00 / START 15:00　場所 名取市文化会館
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豆
は
、
風
水
で
は
黒
が
邪

気
を
払
う
魔
除
け
の
色
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、「
マ
メ
に

働
き
、
マ
メ
に
暮
ら
す
」
と
い
う
無

病
息
災
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
甘
く
煮
含
め
、
仕
上
げ

に
醤
油
の
風
味
を
プ
ラ
ス
し
た
単

に
甘
い
だ
け
で
は
な
い
お
せ
ち
の

黒
豆
は
生
ク
リ
ー
ム
と
の
相
性
も

抜
群
で
す
。

　

オ
ー
ブ
ン
の
天
板
に
ク
ッ
キ
ン

グ
シ
ー
ト
を
敷
い
て
生
地
を
流
し

込
め
ば
四
角
い
シ
ー
ト
状
の
ス
ポ

ン
ジ
ケ
ー
キ
が
焼
き
上
が
り
ま
す
。

オ
ー
ブ
ン
か
ら
出
し
た
ら
す
ぐ
に

10
セ
ン
チ
く
ら
い
の
高
さ
か
ら
天

板
を
落
と
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ

と
で
ス
ポ
ン
ジ
の
空
気
が
抜
け
て

し
ぼ
み
に
く
く
ふ
っ
く
ら
と
し
た

食
感
が
持
続
す
る
の
で
す
。
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
の
作
り
方
は
海
苔
巻
き

の
要
領
と
同
じ
で
す
が
、
不
安
な

方
は
ネ
ッ
ト
で
検
索
を
。
上
手
に

巻
く
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
る
サ
イ

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

　

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
稚
魚
を
砂

糖
と
醤
油
で
煮
絡
め
た
田
作
り
。

小
さ
い
で
す
が
煮
干
し
の
よ
う
に

出
汁
が
出
ま
す
。
昔
、
農
家
で
は

干
し
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
田
ん

ぼ
の
肥
料
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら

こ
の
名
が
あ
り
、
五
穀
豊
穣
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

人
参
、
蓮
根
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

牛
蒡
な
ど
を
鶏
肉
と
一
緒
に
炒
め

て
か
ら
醤
油
、
砂
糖
の
甘
辛
い
味

つ
け
で
煮
た
筑
前
煮
。
家
庭
料
理

の
代
表
格
で
す
が
、「
ん
」
が
つ
く
食

材
を
多
く
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
運
」
が
つ
く
と
し
て
お
祝
い
の
料

理
に
抜
擢
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

田
作
り
と
筑
前
煮
と
だ
し
汁
、

調
味
料
を
炊
飯
器
に
入
れ
て
炊
く

だ
け
で
旨
み
た
っ
ぷ
り
の
炊
き
込

み
ご
飯
の
出
来
上
が
り
！
料
理
を

あ
ま
り
し
な
い
方
で
も
失
敗
な
く

作
れ
ま
す
よ
。

黒

●米 ３合　●田作り 15g　●筑前煮 150g（煮しめも同様に使用可）  
●だし汁 480cc　●醤油 60cc　●みりん 60cc　●料理酒 60cc　●好みで三つ葉など　
※田作り、筑前煮の分量は多少前後しても構いません。

材料（４〜6人分）

作り方
❶米を研いで炊飯器にセットする
❷田作りと、食べやすい大きさに切った筑前煮を①に入れる
❸だし汁、醤油、みりん、料理酒を混ぜ合わせ
　②に入れる
❹炊飯器のスイッチを入れる
※炊き込みご飯モードがある炊飯器は
　これを利用
❺炊き上がったら茶碗によそい、
　好みで三つ葉など彩りを添える

田作りと筑前煮の炊き込みご飯

エコレシピ

黒豆・田作り・筑前煮

11vol.

今回の余りもの食材は…

ロジスティードグループ保養所
サン・アンド・サン荘 伊豆高原
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お正月スペシャル

●黒豆 汁を切った状態で100g　●卵  Lサイズ４個（Mサイズ５個）
●サラダ油または溶かしバター  大さじ１　●小麦粉  75g  
●抹茶 大さじ１〜２　●砂糖 90g（35g・35g・20gに分けておく） 
●牛乳 50cc　●生クリーム  200cc　●天板の大きさのクッキングシート　●ラップ

材料（30㎝四方の天板を使った１本分）

作り方
❶オーブンを170℃に設定して温めておく
❷小麦粉と抹茶をふるいにかける（網目の細かい金ざるでも代用可）
❸卵を卵白と卵黄に分けて別々のボウルに入れ、それぞれ砂糖を35gずつ入れる
❹③の卵黄と砂糖をホイッパーでとろみが出てくるまでしっかり混ぜ合わせた

ら、牛乳とサラダ油または溶かしバターを加えて軽く混ぜ合わせる
❺④に②の小麦粉と抹茶を加え、ゴムベラで混ぜ合わせる
❻③の卵白と砂糖をホイッパーでしっかりとした角

つの

が立つまで泡立てる
❼⑤に⑥の泡立てた卵白を３回くらいに分けて加え、泡を潰さないようやさし

くゴムベラで混ぜ合わせる。卵白の白っぽさが見えなくなる程度が目安。混
ぜ過ぎに注意

❽クッキングシートを広げた天板に⑦を流し込み、天板のふちまで広げる
❾⑧をオーブンに入れて20分ほど焼く
❿20分経ったら、竹串を刺して焼け具合を確かめる。竹串に生地がついてこなか

ったら焼き上がっているので、オーブンから取り出し、10㎝くらいの高さから天
板ごと下に落として生地の空気を抜き、15〜30分ほど置いて冷ます
⓫ボウルに生クリームと砂糖20gを入れ、ホイッパーで角が立つまで泡立てる
⓬⑩が冷めたらクッキングシートからはがし、生地より大きめに広げたラップ

の上にのせ、⑪の生クリームをスポンジ全体に塗り、黒豆を横一列にのせ
てラップを持ち上げて巻いていく
⓭ラップを巻いたまま冷蔵庫で１時間ほど冷やしたら好みの大きさにカット

し、皿に盛り付ける

黒豆抹茶ロールケーキ
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Topics
第57回 全国トラックドライバー・コンテスト 
4トン部門優勝・準優勝 11トン部門3位入賞

　10月25～26日にかけて安全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市）にて
開催された「第57回 全国トラックドライバー・コンテスト」（主催:公益社団法
人全日本トラック協会）において、ロジスティード西日本（株）の中川 宏昭選
手が総合得点994点で4トン部門優勝、小林 昂平選手が準優勝しました。
また、11トン部門で３位入賞の（株）バンテックセントラルの白須 忠彦選手は、
出場した50歳以上の選手のうち、総合得点が最も高い選手に贈られる「全
日本トラック協会長特別賞」を受賞しました。各都道府県大
会を勝ち抜いた146名の選手が日頃の業務で培った技能と知
識を競い合い、ロジスティードグループからは計７名（４トン部
門:２名、11トン部門：２名、トレーラ部門:３名）が出場しました。

　選手1年目は、緊張から1日目の実科競技でミスをしてしまい
悔し涙を飲みました。普段から運転する時は、同じ失敗を絶対
にしないよう習慣づけることを心掛け、今回の2年目となる全
国大会に挑みました。目標とする内閣総理大臣賞には届きませ
んでしたが、4トン部門で優勝することができうれしく思います。
この結果は決して一人では成し遂げられなかったものであり、
２年間サポートしてくださった多くの方々に深く感謝しています。
　今後は、常にプロドライバーであることを忘れず模範となる
運転を心掛けること、またトラックドライバー・コンテストで培っ
てきた経験、技術、知識を活かし、ロジスティード西日本の操
縦士の添乗指導、安全教育資料の展開など、輸配送事故防
止の取り組みにまい進していきます。

　2024年は初めての全国大会で「全国」という重圧感と緊
張感、会場の雰囲気にのまれて入賞まで届きませんでした。
　表彰式で入賞者が発表されている時、「悔しさ」と「来年
も絶対全国大会に出て、内閣総理大臣賞を獲る」その気持
ちが自然と湧きました。
　“一致団結、内閣奪還”と目標を定め、前年からの経験が
ある２年目の選手が中心となって団結し、学科・実技の対策
を仲間同士で共有しながら切磋琢磨してきました。本番は
訓練の如く、自信を持って挑むことができ、準優勝という結
果で内閣総理大臣賞は奪還できませんでしたが、2024年
の雪辱を果たせたので悔いはないです。
　今後は他の操縦士の模範となれるように安全意識を高め
ていき、機会があれば、自身が得た経験や技術を今後の出
場選手のサポートに活かしていきたいと思います。

　所属する相模原営業所の協力もあり、2024年に引
き続き全国大会に出場することができました。
　前回の全国大会では良い成績が残せなかったので、
今年こそはと思い、訓練を積み重ねてきました。
　仲間の選手からの励まし、指導員のご指導のおか
げで、11トン部門３位入賞することができ、年齢が５０
歳以上の選手の中で最高得点者に贈られる【全日本
トラック協会長特別賞】も受賞でき、とてもうれしく
思っています。
　今後はこの経験を活かし、職場のみなさんのお役
に立てるように後進の育成にも寄与していきたいです。
　最後になりますがお世話になった選手や支えてくれ
たみなさん、指導員の方々、ご支援ご協力いただき本
当にありがとうございました。

4トン部門 優勝

OTTAVA
Webサイト

わだち2023夏号 
山本さん
インタビュー

わだち2025春号
Falconさん
インタビュー

4トン部門 準優勝 11トン部門 第3位

ロジスティード西日本（株）
関西第四営業部 兵庫営業所

小林 昂平選手

（株）バンテックセントラル
相模原営業所

白須 忠彦選手

第40回全国フォークリフト運転競技大会入賞

　9月27～28日にかけて中部トラック総合研
修センター（愛知県みよし市）にて開催された

「第40回全国フォークリフト運転競技大会」
（主催：陸上貨物運送事業労働災害防止協

会）において、ロジスティード西日本（株）の田
村 蓮選手が一般の部で第3位、進藤 雅紀選
手が第5位に入賞しました。ロジスティードグ
ループからは一般の部6名、女性の部2名の
合計8名が出場しました。

ロジスティード西日本（株）広島営業所東広島係

田村 蓮選手
　2024年の大会では3位だったので今年こそはと前回
の反省を活かし、優勝を目標に練習に取り組みました。
大会では学科で思うような結果が出せませんでしたが、
運転競技では普段の練習のように挑めたので最高得
点を出すことができました。優勝は逃してしまいました
が、3位に入賞できたのは多くの方のご支援やご声援
があってこそと思っています。感謝の気持ちを忘れず、
大会をとおして学んだ知識と技術を職場の先頭に立っ
て安全品質の向上につなげていきます。

ロジスティード西日本（株）滋賀営業所立川係

進藤 雅紀選手
　この度のフォークリフト全国大会で全国5位という結果
を収めることができました。2024年の33位から大きく成
長できたのは、会社や家族、指導員、営業所のみなさん
の支えがあったからこそです。特に営業所のみなさんには
訓練のため、業務から外れていた期間の業務調整などの
多大な協力や、松戸研修所の整った訓練環境に心より感
謝しています。運転競技では悔しさも残りましたが、この
経験を糧にさらなる安全意識・技術の向上に努め、周囲
を巻き込んだ安全文化の醸成に精進してまいります。

一般の部 第3位 一般の部 第5位

“大空から地球を体感するコンサート”開催
　10月24日に青山グランドホールで、日本でただひとつのクラシック音楽専門インターネットラジオ

「OTTAVA」(オッターヴァ)が主催するLOGISTEED presents OTTAVA Accademia Special 空撮写真
家 山本直洋 × ギター奏者 Falcon 「Above the Seven Summits Live」を2024年11月に続いてロジス
ティードが特別協賛し、2回目が開催されました。 山本さんが現在挑戦をしているモーターパラグラ
イダーでの空撮「世界七大陸最高峰空撮プロジェクト（Above the Seven Summits Project）」(ロジス
ティード（株）協賛)で撮影された雄大な地球を感じる写真・動画などをバックに、ギター奏者の
Falconさんがエフェクターを幾重にも重ねて生み出すスペーシーな音をアコースティックギターにつな
ぐ、独自の即興演奏を披露しました。コンサートの合間には質問タイムが設けられ、観客からの質
問や疑問に山本さんやFalconさんが直接答えるという場面も。観客は圧巻の映像と音楽に酔いし
れ、コンサートは盛況のうちに幕を閉じました。

ロジスティード西日本（株）
安全品質環境部 安全推進G

中川 宏昭選手
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フォークリフト、ドラコン、東日本駅伝など各大会での優勝や入賞と、うれし
いニュースが続いた秋でした。取材をとおして、出場選手のみなさんの日々
の努力と、挑戦し続ける姿に大きな刺激をもらいました。特集で訪れた金刀
比羅宮では、石段を上るのに体力不足を痛感……。仕事はもちろん、趣味
のライブやフェスを楽しむためにも1日1万歩ウォーキングを続け体力をつけた
いと思います。2026年もさらに飛躍できる1年になりますように。（谷野）

昨年は、さまざまなジャンルの音楽に触れる機会が増えました。「わだち」でも
紹介したFalconさんのギター演奏、ラジオに出演していただいたオペラユニット

「IL BUONO」の歌やピアニスト福間 洸太朗さんのピアノ演奏など。毎年3月に
開催される「復興コンサート」のクラシック音楽もそのひとつです。敷居が高い
と思っていた領域も一歩踏み入れると新しい発見があり楽しいです。これから
も選り好みせず、視野を広げていく1年にしたいと思います。（金田）

編 集 後 記

ロジスティードグループの「現在」をお届けします

「キャッチボールクラシック2025」
協賛

　ロジスティード（株）は、一般社団法人日本プロ野球選手会が主催
する「キャッチボールクラシック2025」に協賛し、愛知県刈谷市で開
催された予選大会をロジスティード冠大会として実施しました。競技
に先立ち、元プロ野球選手によるキャッチボールの実技指導も行わ
れ、子どもたちは投げる・捕る動作のコツを学びました。

令和７年度
「救急業務功労者表彰」受章

　９月16日、ロジスティード（株）の松戸研修所（千葉県）が松戸市消
防局より「令和７年度救急業務功労者表彰」を受章しました。2009
年度より救急救命技術優良事業所の認定を継続的に受けているほ
か、松戸市救急救命ネットワーク事業にも賛同し、応急手当につい
ての即応体制を確立しています。こうした救急業務への理解と応急
手当の普及に向けた継続的な取り組みが評価され受章に至りました。

「統合報告書2025」発行
　ロジスティード（株）は、「統合報告書2025」（日本語・英語）を発行
しました。ステークホルダーにロジスティードグループ
の価値創造プロセス、ビジネスモデルを説明するととも
に、持続的な企業価値向上に向けた取り組みを紹介す
ることを目的として、統合報告書を発行しています。

日本郵便による
資本参加および資本業務提携

　ロジスティードホールディングス（株）の株式の19.9%を、日本郵便
株式会社が、Kohlberg Kravis Roberts & Co. L.P.（KKR）によって間接
的に保有・運営されているリミテッド・パートナーシップであるHTSK 
Investment L.P.より譲受するため、KKRと日本郵便は株式譲渡契約を
締結し、物流分野での連携を通じて当事者のさらなる
企業価値の向上を図ることを目的として、ロジスティー
ドホールディングス（株）およびロジスティード（株）は日
本郵便との資本業務提携契約を締結しました。

ベトナムにて
フォワーディング事業者として

初の医薬品輸送品質認証
「CEIV Pharma」取得

　LOGISTEED Vietnam Co., Ltd.が、2025年10月9日付でベトナムのタ
ン・ソン・ニャット国際空港においてIATA（International Air Transport 
Association：国際航空運送協会）が推進する医薬品国際輸送に関する
品質プログラム「CEIV Pharma」認証を取得しました。ロジスティード
グループとして8拠点目の取得であり、ベトナム国内のフォワーディン
グ事業者としては初めての認証取得となります。

事故予防を支える
生体データ解析技術で特許取得

「物流倉庫向け
遠隔フォークリフト操作システム」

フィールド実証実験開始

ロボット荷役の導入促進に向けた
実証実験開始

「EGBM2025」開催

　ロジスティード（株）は、ロジスティードグループが開
発・サービス提 供する安 全 運 行 管 理ソリューション

「SSCV®‐Safety」に関する特許を新たに取得しました。

　（株）Nexa Ware（ネクサウェア）と（株）椿本チエインは、「物流倉
庫向け遠隔フォークリフト操作システム」の評価検証システムを開発
しました。その機能・性能と事業性を検証するため、11月4日から、ロ
ジスティード（株）および三菱ＨＣキャピタル（株）と共同で実証実験を
開始しました。システムの開発にあたって、ロジスティードが保有す
る遠隔フォークリフト作業検証による知見と技術検証ノウハウを活用
し、ロジスティードグループの物流センターにてフィールド実証実験
を行います。

　ロジスティード（株）は、ロボット革命・産業IoT イニシアティブ協議
会*のロボット利活用推進ワーキンググループが設立
したサブワーキンググループにおいて、段ボールケー
スの天面強度評価に関する実証実験の検討を開始し
ました。

　ロジスティードグループは、11月13～14日の２日間、本社（東京都中
央区）において「Expanded Global  Business Meeting 2025

（EGBM2025）」を開催しました。
　EGBMは年に一度、ロジスティードグループの経営トップが世界中
から日本に集まり、グループ全体の経営戦略を議論するハイレベル
の会議で、2010年から開催されています。2025年度はロジスティー
ドインターナショナルカンパニーの主導により、国内外グループ各社
の経営陣や各拠点の責任者など、会場・オンライン参加合わせて約
300名が参加し、活発なディスカッションが行われました。

*ロボット革命・産業IoT イニシアティブ協議会：「ロボット新戦略」（2015年２月10日日本経済
再生本部決定）に基づき、同戦略に掲げられた「ロボット革命」を推進するために、「世界
のロボット・イノベーション拠点としての日本－ロボット創出力の抜本的強化」「世界一のロ
ボット利活用社会」「IoT時代の到来を見据えたロボット新時代への世界の中でのイニシア
ティブの発揮」の実現に向けて民間主導で設立された組織的プラットフォーム。 

「QRコード」を読み取ると、ロジスティードのWebサイトから詳細がご覧になれます。「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

使用済みEVバッテリーの
流通基盤構築に向けた

共同実証事業開始
　ロジスティード（株）が参画するグリーンEVバッテリーネットワーク福岡*¹
が取り組む「使用済みEVバッテリー資源循環の流通基盤構築に関する実
証事業」が、国土交通省公募事業「地域連携モーダルシフト等促進事業
*²」に採択されました。

「VCアワード2025」開催

「日光詣スペーシア」
先頭車両の輸送完遂

　ロジスティード（株）は11月7日、本社（東京都中央区）で改善事例の社
内発表と表彰を行う「VC（Value Change & Creation）アワード 2025」を
開催しました。このアワードは毎年開催されている恒例イベントで、各
現場が生産性向上や効率向上につながる「LOGISTEED WAY*」を実践
する日々の改善活動（VC活動）を発表する場となっています。

　ロジスティード（株）は、東武鉄道（株）と臺灣鉄路股份有限公司が友
好協定締結10周年を記念して台北駅前に展示する「日光詣スペーシ
ア」先頭車両の輸送を実施しました。群馬県館林市の車両基地から千
葉港へトレーラで陸送し、千葉港での船積み、台北港への海上輸送を
経て、現 地での輸
送 、駅 前 展 示 場へ
の設 置までを含む
大規模プロジェクト
をロジスティードグ
ループの重 量 品 輸
送の豊富な経験を
活かし、綿密な工程
管理を行いました。

※LOGISTEED WAYは、ロジスティードグループのあり方と進むべき道を示したものであり、
「経営理念」「経営ビジョン」「行動指針」「成功要件」で構成しています。

*1 グリーンEVバッテリーネットワーク福岡（GBNet福岡）：今後急速な増
加が見込まれる使用済みEVバッテリーの回収・リユース・リサイクル・再製
造の一連の工程を、経済・環境の両面で最適化させる資源循環システム

「福岡モデル」の構築をめざして設立された官民連携組織
*2 地域の産業振興等を担う地方自治体や産業団体・経済団体などが協働しながら、地域
の物流リソースを可視化し、輸送ニーズに応じて荷主・物流事業者のマッチングを行うとと
もに、地域物流の核となる拠点を整備することで、新モーダルシフトやそれに向けた地域の
物流ネットワークの再構築の実現をめざす先進的な取り組みに対し、費用を補助するもの
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